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研究成果の概要（和文）：英語には４種類の複数動詞連鎖がある。原則として、英語の複数動詞連鎖は「複文を
形成する複数動詞連鎖」である。しかしながら、本研究は、直示動詞 come と go だけが、４種類の「単文を形
成する複数動詞連鎖」のすべてに生起できることを示した。さらに、本研究では、直示動詞 come と go が第１
動詞に生起する「単文を形成する複数動詞連鎖」の性質を、統語、意味、機能、及び歴史的変化の観点から総合
的に考察することにより、「単文を形成する複数動詞連鎖」は、「複文を形成する複数動詞連鎖」の例外では決
してなく、「単文を形成する複数動詞連鎖」も一貫して特性を示すことから、体系が存在することを示した。

研究成果の概要（英文）：There are four types of multi-verb sequences in English, the V-V, V-and-V, 
V-to-V, and V-Ving sequences. Theoretically, a multi-verb sequence in English involves two verb 
phrases. However, this study showed that only two deictic verbs, come and go, occur in a multi-verb 
sequence involving a single verb phrase. Through examining what the nature of multi-verb sequences 
with the first verbs come and go is from a syntactic, semantic, functional, and historical 
standpoints, this study also showed that a multi-verb sequence that is part of a single verb phrase 
is not a rare exception to a multi-verb sequence that involves two verb phrases, and that it 
exhibits significant features. This means that there is a complex system for the multi-verb sequence
 with a single verb phrase.

研究分野： 英語学
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  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
本研究では、統語、意味、機能、及び歴史的変化の観点からの総合的な考察こそが、「単文を形成する複数動詞
連鎖」の特性を解明する上で、有効な方法であり、必須の方法であることを示した。研究成果の学術的意義とし
て、本研究の実証性は、年月を経て、理論等の変更が生じても、その意義を失うことはないことが挙げられる。
そして、本研究の実証性は、理論の影響を受けることが極めて少ないため「複数の動詞が連鎖しているにもかか
わらず、単文を形成する」という現象の特性の一般化に寄与することを可能とした。このことは、本研究が、英
語学ひいては一般言語学の動詞の研究に大きな貢献をすることを示すものである。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
 
 
１．研究開始当初の背景 
 
 英語には、４種類の複数動詞連鎖が存在する。本研究では、その４種類に対して、V-V 連鎖、V-and-
V 連鎖、V-to-V 連鎖、V-Ving 連鎖という用語を用いる。原則として、英語では、１つの動詞(句)には、
ただ１つの動詞しか含まれない。従って、１つの動詞(句)を含む文は、単文を形成し、２つの動詞(句)を
含む複数動詞連鎖から成る文は、複文を形成する。しかしながら、本研究開始前に、本研究代表者 
(Matsumoto 2015) は、４種類の複数動詞連鎖のすべてにおいて、２つの動詞(句)が含まれているにも
かかわらず、単文を形成する複数動詞連鎖が存在すること、そして、第１動詞としての直示動詞 come 
と go は、複文を形成する複数動詞連鎖には生起できないが、単文を形成する複数動詞連鎖には生
起できることにすでに確認していた。このような状況のもとで、本研究代表者は、「単文を形成する複数
動詞連鎖」の性質を解明するために、直示動詞 come と go が第１動詞に生起する「単文を形成する
複数動詞連鎖」に着目し、「単文を形成する複数動詞連鎖」の新しい体系を示す、という本研究の着想
に至った。 
 
 
２．研究の目的 
 
 本研究の全体構想は、直示動詞 come と go が第１動詞に生起する「単文を形成する複数動詞連鎖」
の性質を、統語、意味、機能、そして歴史的変化における観点から、総合的に考察することにより、「単
文を形成する複数動詞連鎖」を新しく体系化することである。 
 
 具体的な研究目的は、以下の５つである。 
（１） 形成メカニズムを解明する。 
（２） 構成素の意味的特徴の詳細な記述を行う。 
（３） 共時的コーパスから得られた機能的特徴と方言差に関するデータの分析と考察を行う。 
（４） 通時的コーパスから得られた頻度の変化に関するデータの分析と考察を行う。 
（５） （１）から（４）の研究成果を踏まえて、４種類の個々の「単文を形成する複数動詞連鎖」の特徴の  
   通連鎖的な位置づけを行う。（本研究では、「通連鎖的」という用語を、「連鎖間を横断して」と定義 
   している。） 
 
 
３．研究の方法 
 
 統語、意味、機能、そして歴史的変化における総合的観点から、本研究では以下の５つの研究項目
を実施した。（１）から（４）は、４つの個々の連鎖に対して実施した研究項目であり、（５）は通連鎖的に実
施した研究項目である。 
 
（１）  複数の共時的コーパスを使い、「第１動詞の屈折の分類」、「第２動詞に生起する動詞の分布」、 
    「使用分野別頻度の分布」、そして、「英語圏と言われる 20 の国と地域における方言差」のデータ 
    を分析し、その結果を考察する。 
    本研究で用いる共時的コーパスは、The Collins Wordbanks Online, The British National Corpus,  
     The Corpus of Contemporary American English, The Corpus of Global Web-Based English, The  
     TV Corpus, The Movie Corpus, The Coronavirus Corpus である。 
  
（２）  複数の共時的コーパスから得られたデータの分析結果を用いて、主語、第２動詞、そして連鎖そ 
    のもの自体が持つ意味的特徴を詳細に記述する。 
 
（３）  本研究が提唱する「副詞テスト」を用いて、「複文を形成する複数動詞連鎖」の形成メカニズムと 
    「単文を形成する複数動詞連鎖」の形成メカニズムの違いを実証的に示す。 
 
（４）  通時的コーパス (The Corpus of Historical American English) を使い、20 世紀以降の頻度の変 
     化の理由を追究する。これは、いかなる理由で、頻度の増加・減少が生じるのか、あるいは、頻度 
     に変化が生じないのかを明らかにすることである。特に、頻度の増加は、「文法化」あるいは「構文 
    化」と密接に関係しているので、「文法化」あるいは「構文化」を引き起こしているのか否かも、あわ 
    せて明らかにする。 
 
（５）  （１）から（５）の研究成果を踏まえて、通連鎖的に４つの個々の「単文を形成する複数動詞連鎖」 
     の特徴を位置づける。 
 



 
４．研究成果 
 
 英語の複数動詞連鎖の研究においては、統語的および意味的観点から、「複文を形成する複数動詞
連鎖」の性質を示す先行研究は数多くある。その反面、先行研究において、「単文を形成する複数動詞
連鎖」は、研究対象として取り上げられることがほとんどなく、「複文を形成する複数動詞連鎖」の例外と
いう扱いを受けることが多かった。本研究では、「単文を形成する複数動詞連鎖」は、「複文を形成する
複数動詞連鎖」の例外では決してなく、「単文を形成する複数動詞連鎖」も一貫した特性を示すことから、
体系が存在することを示した。そして、統語、意味、機能、そして歴史的変化における総合的観点から、
本研究が示した「単文を形成する複数動詞連鎖」の体系は、今までになかったものであり、これまでの研
究成果からの進歩を示すものである。 
 
 先行研究によると、「２つの動詞(句)があるにもかかわらず、単文を形成する」という現象は、英語以外
の言語にも見られる現象である。しかしながら、本研究以外に、英語に「２つの動詞(句)があるにもかか
わらず、単文を形成する」という現象が見られることを指摘する先行研究は少ない。先行研究の問題点
は、この現象の特性の解明に、言語ごとに異なる理論が用いられたために、この現象に対する通言語
的な説明がないことである。（本研究では、「通言語的」という用語を、「言語間を横断して」と定義してい
る。） 統語、意味、機能、そして歴史的変化における総合的観点から行われている本研究の実証性は、
理論の影響を受けることが極めて少ないため、「２つの動詞(句)があるにもかかわらず、単文を形成する」
という現象の特性の一般化に大きく寄与することが期待される。また、英語学ひいては一般言語学の動
詞の研究に大きな貢献をするものであるとも期待される。 
 
 英語の複数動詞連鎖に関する国内外の研究方法は、作例と内省によるものが中心であったが、2000
年代に入り、研究方法の転換期に入り、作例と内省による研究方法を維持しつつ、仮説に応じて、コー
パス、実験、調査などを組み合わせる実証的研究が行われるようになった。その研究動向には、現在も
まだ発展の余地がある。本研究もその研究動向に沿い、コーパスを用いる研究方法を採り入れた。国内
外のコーパスを用いる研究方法では、通常、１つのコーパスを用いるが、本研究では複数のコーパスを
用いた。コーパスの組み合わせにより、研究の幅が大きく広がることから、複数のコーパスを用いる方法
は、今後のコーパスを用いる研究の中心になっていくと思われる。本研究の成果である、複数のコーパ
スを用いた研究 (Matsumoto 2020, 2021) は海外で評価を受けているため、本研究において、複数の
コーパスを用いた現時点での最先端の研究を行うことができたと考えている。以上のことから、本研究は、
英語学ひいては一般言語学の動詞の研究に加えて、コーパスを用いる研究においても、今後、大きな
貢献をするものであると期待される。 
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